
費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

03款 民生費  (単位　　円)

 01項 社会福祉費　　  

  01目 社会福祉総務費

358,386,043 円

○平成14年度繰越明許費　　　　　　　　　　　　　　　　49,921,000円

　・社会福祉施設設置費補助金　　　　　　　　　

　　　　特別養護老人ホーム(定員)50人、ショートステイ10人、

　　　　デイサービスセンター30人、在宅介護支援センター

　　　　敷地面積　4,151.00㎡　　施設　鉄筋コンクリート造

　　　　地上4階建　建築面積1,955.94㎡　延床面積3,783.84㎡

  02目 身体障害者福祉費 (単位　　円)

222,232,344 円

○身体障害者更生援護事業　　　　　　　　　　　　     24,975,252 円

　・身体障害者手帳所持者数　　2,968件

　・補装具交付・修理及び日常生活用具給付の状況
(単位　件､円)

　・更生医療申請件数　　36件　　5,395,463円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ○施設入所者支援事業                               98,530,900 円

　　援護施設入・通所状況

　　身体障害者療護施設　21人　　身体障害者更生援護施設　6人

　　身体障害者授産施設    　2人

5,453,167

1,576,778 853 19,579,789合　　計 811 18,003,011 42

0 2 171,460
その他の日
常生活用具 17 916,820 0 0 17 916,820

重度障害者用意
思伝達装置 2 171,460 0

0 4 782,230
電気式たん
吸引機 9 454,290 0 0 9 454,290

盲人用電卓 4 782,230 0

0 1 90,000

盲人用時計 7 82,180 0 0 7 82,180

入浴補助用
具 1 90,000 0

0 3 65,880
聴覚障害者
用通信装置 4 176,559 0 0 4 176,559

盲人用テープレ
コーダー 3 65,880 0

0 1 66,433
その他の補
装具 5 212,158 0 0 5 212,158

義眼 1 66,433 0

66,785 27 2,008,553

車いす 27 4,688,025 30 1,385,043 57 6,073,068

装具 22 1,941,768 5

106,952 23 988,049

義肢 8 1,616,681 1 17,998 9 1,634,679

補聴器 17 881,097 6

金　額

ストマ用具 684 5,857,430 0 0 684 5,857,430

98,379,730

区　分
交　　　　　付 修　　　　　理 合　　　　計

件　数 金　額 件　数 金　額 件　数

国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

222,232,344 117,405,003 6,447,611

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金

決　算　額
特　　定　　財　　源

市 債 そ の 他

282,832,298358,386,043 70,100,578

　　　特別養護老人ホーム「ふるさとの丘」
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○身体障害者相談事業                                  222,300 円

　　身体障害者相談員9名により身体障害者の生活相談等更生援護を行った｡

　　   相談件数203件　　協力業務　延べ605件

○障害者手当等給付事業                             26,652,480 円

　・重度障害者福祉手当（経過措置）

　　昭和61年3月31日で原則的に廃止されたが、それ以前に受給資格を得て

　　いる人で、障害基礎年金を受給できない等の一定の条件を満たす重度の

　　障害者に対して支給した。

　　　支給総額　2,538,160円（月額14,480円）　　支給者　16人

　・特別障害者福祉手当

　　在宅で日常生活において常時介護を要する20才以上の著しい重度障害者

　　に対して支給した。

　　　支給総額16,662,940円（月額26,620円）　支給者55人

　・障害児福祉手当

　　在宅で日常生活において常時介護を要する20才未満の障害児に対して

　　支給した。

　　　支給総額7,091,380円（月額14,480円）　支給者43人

　・外国人障害者福祉手当

　　平成6年10月から要綱の制定により、昭和61年4月の法改正当時の年齢に

　　より加入年数の不足や、加入し掛金を納入しても初診日の認定基準等に

　　より障害年金を受給できない人で、一定の条件を満たす重度の外国人障

　　害者に対して支給した。

　　　支給総額　360,000円（月額15,000円）　　支給者　2人

○在宅支援事業　　　　 　　　　　　　　　         　47,830,970 円

　・居宅生活支援費扶助 　　　　　　　　　　　　42,623,280 円　　　　　　　　　　　　     

　  　居宅介護サービス 円

　    　利用者数　21人　総派遣時間 

　  　デイサービス　　 円

　    　利用者数 　3人　総利用日数  

　  　ショートステイ 　     円

    　　利用者数　 4人　総利用日数 

　・ガイドヘルパー派遣事業     　　　　　　　   1,391,040 円

  　外出時に付き添いを必要とする1･2級の視覚障害者に対し､ガイド

　　ヘルパーを派遣した。

　　　ガイドヘルパー登録者数　　17人      利用人員　　14人

　　　派遣回数　280回 　総派遣時間  966時間

　・テレホンひとこえ事業                          29,900 円

　　福祉電話を設置している在宅の外出困難な重度の障害者に対し、電話に

    より安否の確認をした。

対象者　3名

　・入浴サービス事業         　　　　　　　 　　3,330,000 円

　　在宅の重度身体障害児（者）に対し､入浴車や簡易移動浴槽による入浴

　　サービスを行った｡

    　　利用人員　7人

　・訪問理美容サービス事業  　　　　　　            4,500 円

　　理容院・美容院に出向くことが困難な在宅の障害者に対し、

　　在宅障害者の自立と社会参加の促進を図った。

40,567,960

698,130

1,357,190

  　在宅の身体障害者に対し、障害者やその家族における生活を支援し、

18,354.5時間

138日

175日
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　理美容師の派遣を行った。

　　　　利用人員　1人

　・食事サービス事業　   　　　　 　　　　　　　　229,950 円

　　在宅の単身又はこれに準ずる身体障害者に対し、昼食を配達する

　　ことにより、障害者の食生活の改善と安否の確認を行った。

　　　　利用人員　8人

○心身障害者小規模授産施設運営費補助事業            14,410,000 円

　　一般就労の困難な心身障害者の自立を目的として運営される小規模授産

　　所の運営費を補助し、活動の充実を図った。

　  　のびる作業所　　定員　19名

  　　15年度末通所人員　　　19名

  03目 知的障害者福祉費 (単位　　円)

       　338,980,441 円

○施設入所者支援事業   　　　　　　　　　　　　    268,755,543 円

　　援護施設入・通所状況

　　　　知的障害者更生施設　66人　　　知的障害者授産施設　41人

　　　　支援費扶助　264,027,900円　医療費扶助　4,727,643円

○在宅支援事業　    　　　　　　　　　　　　　　    33,596,380 円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　在宅の知的障害者に対し、障害者やその家族における生活を支援し

　在宅障害者の自立と社会参加の促進を図った。
　・居宅介護サービス    1,152,360 円　　利用者数　6人　　
                                       延時間　480時間
　・デイサービス　　    4,784,850 円　　利用者数　6人　　
                                       延回数　1,039回
　・ショートステイ      2,360,410 円　　利用者数　6人　　
                                       延回数　300回
　・グループホーム事業  2,891,660 円　　利用者数　5人　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　・重度障害児者生活訓練ホーム運営事業　   19,918,000 円
　　在宅の重度障害児（者）を生活訓練ホーム（すぎなの園）に通所させ

　　て、日常生活訓練を主体とした指導を行い、身辺自立の促進と家庭介

　　護の軽減を図った｡

　　　　利用定員　20人　利用人員　9人　委託料　19,918,000円

　・三島さくら作業所外改修 （単位　円）

○心身障害者扶養共済制度事業　　　　　      　　　　　

　　保護者が毎月5,180円～10,800円の掛金（一口）を納入し、万一保護者

  が死亡した場合、残された障害者に毎月20,000円の年金を支給する制度

    加入者　41人 　 共済掛金　2,618,420円 　共済年金　5,760,000円 

○心身障害者小規模授産所運営費補助事業　      　25,730,000円

　　一般就労の困難な心身障害者の自立を目的として運営される小規模授産

　所の運営費を補助し、活動の充実を図った。

　　三島さくら作業所　定員　20名   15年度末通所人員　19名

　　さ  わ  じ作業所　定員　20名   15年度末通所人員　18名

174,576,933338,980,441 154,237,411 10,166,097

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

事 業 費 事 業 概 要

2,415,000 屋上防水工事
306㎡

事   業   名

三島さくら作業所・すぎなの園屋上
防水改修工事
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  04目 老人福祉費　　　　　　　　　　　　  (単位　　円)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　       

         246,259,249 円

○敬老大会事業 　　　　　　　　　　　　　　　　      3,856,151 円
　・9月15日に中央敬老大会を市民文化会館で実施し、市内に居住する長寿
　　者（米寿227人、喜寿787人）に記念品を贈り長寿を祝った。
　　また、敬老功労者2人、模範老人109人を表彰した。
　・95歳以上の高齢者115人に記念品を贈り長寿を祝った。
　　95歳の方には、「お祝いのことば」を併せて贈った。
　・100歳の長寿者4人の誕生日に「お祝いのことば」に記念品を添えて贈
　　り長寿を祝った。
　・市内に1年以上居住する70歳以上の高齢者13,077人に挨拶状、記念品
　　を贈った。
　　　　　記念品代　2,193,818円
○自立者等援助員派遣事業 　　　　　　　      　　　  3,617,264 円
　　介護保険に該当しないが日常生活において何らかの援助が必要な高齢者
　に対して軽度生活援助を、社会生活において適応が困難な高齢者に対して
　生活管理指導員の派遣を行った。
　　軽度生活援助事業　　 　60人 1,494回　委託料　2,815,592円
　　生活管理指導員派遣事業  7人   209回　委託料　  739,480円　　
○入浴サービス事業　   　　　　　　　　　　　　      3,848,750 円
　　介護保険制度の入浴サービスを受けられない高齢者を対象に老人福祉
　センター特殊浴槽で入浴サービスを行った。
　　8人　273回　　委託料　3,848,750円
○在宅介護支援センター事業     　　　　　　　　     52,545,455 円
　　在宅の高齢者やその家族等に対し、総合的な相談に応じ、そのニーズに
　対応した在宅福祉サービスが適切に受けられるよう地域支援センターの
　相談機能の充実を図り、介護者支援のため家族介護者教室等を開催した。
　　また、長寿介護課内の基幹型支援センターでは、地域センターの統括
　支援、総合調整を推進し、迅速かつ適切なサービスの供給に努めた。
　　　　年間相談件数　15,809回　　年間相談人数　4,314人

　　　　梅名の里､ラ･サンテふよう､あかなすの里､玉? 園、御寿園、
　　　　北上の郷、ふるさとの丘
　　　　家族介護者教室　21回　参加者　810人　
　　　　痴呆予防教室　　31回　参加者　363人　
　　　　委託料 48,932,097円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ○一人暮らし高齢者等給食サービス事業   　　　　     23,315,180 円
　　市内の469人の高齢者に最高週7回、食生活の改善と安否の確認を目的
  として、個人負担金350円で、延64,247食の昼食サービスを行った。

　また、12月1日よりふるさとの丘に新規委託し、配達用車両を貸与した。
             委託料 22,486,450円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ○老人福祉推進事業     　　　　　　　　　　　　      6,977,824 円
　・寿大学
　　高齢社会を迎えて、老人クラブ活動の役割は大きいことから、老人ク
　　ラブのリーダーの育成と生涯学習の一環として、三島市老人クラブ連
　　合会に委託して実施、11回の講座に95名が参加受講した。 

委託料 800,000円

  ・老人福祉電話基本料金扶助事業　　　                　

　　老人福祉電話を設置している生活保護世帯で安否の確認と緊急連絡手

75,286,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

246,259,249 701,742 170,271,507

　　地域在宅介護支援センター委託先
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

    段を必要としている者に対し、基本料金を扶助した。
        基本料金扶助 4人 扶助額 80,640円
  ・寝たきり老人紙おむつ給付事業　　　                　
    老人福祉対策の一環として介護保険要介護度1以上の在宅の高齢者の
    いる低所得世帯に対して紙おむつの給付をした。
    給付世帯　50世帯  54,350枚  1,575,711円
  ・高齢者等はり灸マッサージ治療費助成事業　               
    70歳以上の高齢者及び要介護度3以上あるいは重度障害者の同居介護
　　者に、1人6枚の治療助成券(1枚につき1,000円の助成)を交付した。　
      利用件数 1,281件  扶助額 1,281,000円
　・はり、マッサージ無料治療奉仕事業　　　　　            
　　社会福祉会館において市内のはり灸マッサージ師会、身障福祉会盲人
    部の奉仕により、65歳以上の方117人に対して実施した。
　・訪問理美容サービス事業
　　寝たきり等で外出が困難な高齢者のために、理美容院が自宅まで出張サ
　　－ビスを行った。　　委託料　36,000円　　利用件数　24件
　・徘徊探知事業
　　徘徊性痴呆高齢者の家族支援として、通信ネットワークを利用した徘徊
　　探知装置により位置情報を家族に提供した。
　　　委託料　60,442円　　利用件数　8件
  ・緊急通報システム事業
  　在宅のひとり暮らし老人等に、緊急通報用の機器を貸与し、自宅での
    突発事故等緊急時の即応態勢を整えることにより、不安の解消を図った。
      新規設置台数 26台  年度末利用台数 105台  扶助額 1,816,500円
  ・外国人高齢者福祉手当事業　　　                　
    老齢福祉年金等の対象者とならない無年金の外国人高齢者に対し福祉の
    増進を図るため、昭和6年4月1日以前に出生し、三島市に1年以上外国人
    登録した永住者に1ヶ月10,000円を支給した。
      支給人員 9人  支給額1,080,000円
○成年後見制度利用支援事業　　                     　 114,580 円
      平成15年度から判断能力に欠ける身寄りのない痴呆性高齢者等が成年後見
 　制度を利用し、より快適な介護サービス、福祉サービスを選択し、契約・利用でき
　 るよう支援した。    　　       利用人員　１名
○高齢者いきがいセンター管理運営事業　　　　　　     1,818,857 円
　　三島市高齢者いきがいセンター条例に基づき､センターの維持管理､施設
　利用の調整､高齢者のいきがいと技能講習を目的とした講演会等を行った｡
　なお､施設の管理はシルバー人材センターに委託した｡
　　　施設管理業務委託料　1,804,000円
○生きがい対応型デイサービス事業 　　　　　　　     27,050,180 円
　　介護保険に該当しない家に閉じこもりがちな高齢者を対象に、特別養護
　老人ホームのデイサービスセンター及び小学校の余裕教室を利用した施
　設への通所により各種サービスを提供し、要介護状態への進行の予防に
　努めた。　
　　　生きがいデイサービス 75人　1,358回

　委託料　4,824,180円
　　　生きがいデイ教室（西小・東小・南小）　延利用者11,435人  　

  委託料　22,226,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ○生活管理指導短期宿泊事業　       　　　　　　　　    507,350 円

　　要支援・要介護相当の高齢者が緊急に入所が必要になった時及び介護保
　険に該当しない高齢者が援助が必要になった時に一時的に老人福祉施設
　に入所させ、短期宿泊事業を行なうことにより高齢者及び家族の福祉の
　向上に努めた。
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　　緊急ショートステイ 　　3人　 44日　　
委託料　377,750円

　　　自立者ショートステイ　 5人 　30日　　
委託料　 129,600円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ○高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業　 　　　　　    2,794,509 円
　　市営加茂住宅Ａ棟に居住する高齢者に対し生活援助員を派遣して、生活
　指導や安否確認、緊急時の対応等のサービスを提供し、自立し安全かつ
　快適な生活を営めるよう支援した。
　　　委託料　2,710,589円
○介護保険関連事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,663,089 円
　・介護相談員派遣等事業
　　相談員が介護保険施設等を訪問することにより、介護保険施設入所者や
　　居宅サービス利用者の疑問・不満・不安等を解消し、苦情に至る事態を
　　未然に防止するとともに入所者や居宅サービス利用者の立場に立ったサ
　　ービスの質の向上を図った。

    介護相談員　4人 派遣回数延べ　115回
　・住宅改修理由書作成手数料
　　住宅改修理由書作成業務をした居宅介護支援事業者に対し、
　　1件あたり2,100円(消費税込)の手数料を支払った。

　　 住宅改修理由書作成手数料　　　　68件　　　142,800円
　・ケアマネジメントリーダー活動支援事業
　　介護支援専門員(ケアマネジャー)の質の向上のため、一連のケアマネ
　　ジメントについて指導者が個別に指導を行った｡

　　研修対象者　3名　　研修回数　15回
　　指導者謝礼　　105,000円

　・介護保険サービス事業者ガイドブック作成事業
　　要支援、要介護者及びその家族が介護保険サービスを自ら選択できるよ
　　う、市内近隣介護保険サービス事業者の情報・サービス内容等を掲載し
　　たガイドブックを作成した。

　　ガイドブック　3,000部作成
　　介護保険サービス事業者ガイドブック作成業務委託
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　730,800円　

　・居宅サービス利用者負担額低所得者扶助
　　低所得者に対する居宅サービスの利用促進を図るため、居宅サービス
　　利用の要介護被保険者等に対して、利用者負担額の助成をした。
　　   　対象者 1人　　　扶助額　2,948円
　・低所得者軽減扶助
　　介護保険制度施行前の平成11年度に高齢者施策及び、障害者施策による
　　訪問介護の利用実績のある方で、その方の属する世帯の主たる生計維持
　　者が所得税非課税の場合は、介護保険制度の訪問介護利用者負担額を
　　6％、障害者施策を3％に減額した。
　　　対象者　（延べ）71人　　　扶助額　2,671,220円
○北上高齢者すこやかセンター管理運営事業 　 　　　　　7,901,430 円
    介護保険に該当しない家に閉じこもりがちな高齢者を対象に、三島市
　　北上高齢者すこやかセンターへの通所により各種のサービスを提供し、要介
　　護状態への進行予防に努めた。

施設管理運営委託　　7,412,000円 利用者数　　4,627人
○老人クラブの育成
　　高齢者の生きがいと、健康増進のため各種文化活動､スポーツ大会を行
　っている老人クラブに対し補助を行った。　　　　　6,221,940円
　　平成16年3月31日現在　クラブ数　79クラブ　　会員数　4,126人
　　　　　　　　　　　　　加入率　　14.6％
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○シルバー人材センター補助事業　　　　　　　　　　　　16,310,000円
  　高齢者の生きがい対策の一環として、豊かな経験知識と能力を活用する
  なかで「社会参加」「健康の増進」「収入の確保」を図ることを目的に
  事業を推進している。
　　補助額　　16,310,000円
　　登録者数　612人　　受注件数　2,879件
○社会福祉法人利用者負担減免措置費補助金　　　　　　　1,158,432 円
　　介護保険サービスの提供を行う社会福祉法人が、法人自身の負担によっ
　て生計困難な低所得者の利用者負担の減免を行い、市は減免を行った法人
　に対し助成措置を行った。
　　　対象法人　7法人　　減免対象者 39人　　

  05目 老人保護費 (単位　　円)

　

82,220,292 円

○老人保護事業 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 82,135,128 円

  　在宅での生活が困難な老人に対し養護老人ホーム等への入所措置を実施

　している。

　　平成16年3月31日現在、4園に44人入所措置している。

  06目 養護老人ホーム費 (単位　　円)

　

126,861,937 円

○養護老人ホーム管理運営事業 　　　　　　　　　     34,955,148 円

　　入所者が健康で生きがいを持ち､安心して生活が送れるように適切な

　処遇、健康管理及び設備の充実等各種サービスの提供に努めた。

    入所者数 　平成16年3月末現在48人（定員50人）

    年齢別入所者数 （単位　人、歳）

  07目 老人福祉センター　　　　　　　　  (単位　　円)

　　　 費

          46,371,330 円

○老人福祉センター管理運営事業　　　　　　　　　     46,354,330 円

  利用日と定め、それ以外の日は主として老人クラブ単位で利用し、利用者

  を借上げバスで送迎した。

7,691,533 36,678,220

93,619,133 33,242,804

平均年齢
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決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

82,220,292 37,850,539

126,861,937

決　算　額
特　　定　　財　　源

区分 60歳以上～
64歳

65歳以上～
69歳

70歳以上～
74歳

75歳以上～
79歳

80歳以上～
84歳

85 歳 以 上 合計

男 0 4 7 7 0 2 20

女 1 0 5 6 5 11 28 81

48合計 1 4 12 7813 5 13

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

46,371,330 46,371,330

  　老人福祉センターの利用は金曜日が個人利用、第4日曜日は身体障害者
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

    利用状況 （単位　日、人）

　　　　　　　　施設管理運営委託　29,010,000円

  08目 社会福祉会館費 (単位　　円)

15,462,641円

○社会福祉会館管理運営委託事業       　　　　　     14,027,000 円

　  利用状況 （単位　回、人）

 

 

児童関係

社協関係

その他の利用

○市立社会福祉会館維持管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　   

　　市立社会福祉会館1階分電盤修繕など　　　1,425,900 円

  09目 知的障害者更生 (単位　　円)

　　　 施設費

          66,579,005 円

○佐野学園管理運営事業　　　　　　　　　　　　　     12,824,793 円

  　知的な障害をもつ人達が、社会的自立を目指し、地域で生きがいのあ

　る生活を送るために必要な「生活」、「作業」の2分野での指導、援助を

　中心に実施した。指導員6人で対応し、遠足等の園外事業、地域交流等

　の行事、ＮＰＯ団体との相互交流体験など社会参加活動の充実にも努力

　し小規模授産所・知的障害者入所施設との連携を密にして、進路相談を

　実施した。

　　在園者数　21人（定員30人）

  10目 援護費 (単位　　円)

           1,187,872 円

○援護事業

　　戦没者追悼式委託

　　旅費欠者　

66,579,005

昼 夜 昼

29,384,712

夜

25 46 22

14,892,102

回 数 人 員

国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

37,194,293

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

15,462,641 570,539

関 係 別
回 数 人 員

関 係 別
昼 夜 昼 夜

民生委員関係 111 2 1,018 994 169

身障者関係 402 217 6,078 2,971 221 23 4,125 435

更生保護関係 70 18 1,469 214 217 157 5,041 4,065

心配ごと相談 41 0 144 0

老人関係 116 7 2,969 163 合 計 1,224 446 21,838 8,042

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源

1,187,872 1,187,872

565,340円

427,000円

428件 138,340円

利 用 期 間 利 用 日 数 総利用者数 男 女
老人クラブ

数
団 体
利 用 者 数

個 人
利 用 者 数

15年 4月～
16 年 3 月 270 46,251 23,914 22,337 829 10,864 34,485

69 988 2,874月 平 均 23 3,854 1,993

40 128一 日 平 均 172 89 83 3

1,861

75



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  11目 障害者施策推進事 (単位　　円)

　　　 業費

          64,568,243 円

○障害者施策推進事業　　　　　　　　　　　　　      10,813,971 円
  ・ボランティアスクール
　　福祉への理解は、福祉現場において実際にふれあうことが最も効果的で
　　あり、若い世代への福祉教育が重要である。平成15年8月4日～8日、18日
　　～22日、25日～29日のいずれかの日程で、心身障害者小規模授産所 三島
　　さくら作業所、心身障害者小規模授産所 さわじ作業所、重度障害児(者)
　　生活訓練ホーム すぎなの園 各施設で、参加対象を社会福祉全般につい
　　て関心のある中学生を中心に市民を募集し、16名の参加を得て実施した。
  ・手話講習会　
　　聴覚障害者にとって、手話は欠かせないものであるから、市民を対象に
　　手話通訳の技術（入門・基礎）を学んでもらうことを目的に開催した。
　　　　実施回数　入門課程　35名 20回　　　基礎課程　14名 17回
  ・心身障害者屋外レクリエーション 　
　　平成15年9月20日に横浜八景島シーパラダイスを会場として心身障害者屋
　　外レクリエーション事業を実施。心身に障害を持つ子供達と手をつなぐ
　　育成会・耳と言葉の不自由な子を持つ親の会、たんぽぽ教室、肢体不自
　　由児親の会及びボランティアの方達の参加により、総計110名程で交流
　　を持ち、知的障害者の生活圏以外での順応性の拡充を図った。
  ・知的障害児歯科診療
　　三島市歯科医師会の協力を得て、鈴木歯科クリニック、星山歯科医院、
　　三宅歯科医院、中郷歯科医院による歯科診療体制で対象児の治療にあた
　　った。 
　　　　受診者　69名　　件数　144件
  ・第9回三島市障害者デー
　　平成15年11月30日、南二日町広場で開催された「農業祭」に参加し、施
　　設の紹介及び自主製品配布等々、障害者理解のための啓発活動を行った。
　　　　参加者　約　10,000人
　・ふれあい教室事業

　　障害者の能力向上と、保護者及び地域との交流を図った。
　　　　歌唱教室・料理教室・生け花教室･七宝教室・書道教室・絵画教室
　・要約筆記奉仕員養成事業
　　聴覚障害者のコミュニケーションの手段の一つである要約筆記の基礎的
　　指導を行い、要約筆記奉仕員を養成することを目的に開催した。
　　　　実施期間　H.15.7.5　～　8.30　　実施回数　8回
　　　　参加者数　12名
　・障害者雇用相談員事業

　　障害者の雇用に関する相談・助言・指導を行うとともに、家庭及び事業

　　所へ訪問し連絡調整を行った。

　　　　雇用相談員数　　3名

  ・駿豆地区障害者生活支援事業       　　　　        2,931,500円

　　在宅の障害者に対し、在宅福祉サービスの利用援助、社会資源の活用や

　　社会生活力を高めるための援助、ピアカウンセリング、介護相談及び

　　情報提供を総合的に行なうため「市町村障害者生活支援事業」について、

　　2市6町による「駿豆地区障害者生活支援連絡会」を設立し、事業の推進

　　を図っている.

3,246,000 61,322,243

　　知的障害者にふれあいの場を提供し、各種教室で様々な指導を行い知的

64,568,243

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○各種団体への負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　  160,000 円
　・三島市障害者福祉施設等連絡協議会負担金　　　　160,000 円
　　市内の障害者施設等が連携を密にし、運営内容の充実を図るとともに、
　　合同研修会・交流会を通じて障害者福祉の向上を図ることを目的に作ら
　　れた障害者施設等連絡協議会を支援するため負担金を支出した。

  12目 精神障害者福祉費 (単位　　円)

          13,636,625 円

○精神障害者共同作業所運営費補助金                  10,250,000 円

　　一般就労の困難な精神障害者の社会復帰と自立を図ることを目的として

　運営される共同作業所の運営費を補助し、活動の充実を図った。

　  　ワークショップまごころ　　定員　　20名

　  　平成15年度末通所人員             15名

○国・県支出金を伴う事業費補助金　　　　　　　　　　　2,795,625 円

　・精神障害者共同作業所施設機能強化推進事業費補助金

　　　　ワークショップまごころ　　　　　　　　　 400,000円

　・精神障害者居宅介護等事業費補助金 　　　　　　853,065円

　　　　 精神障害者世帯へのホームヘルパー事業

　　　派遣回数302回　　　利用者数7人

　・精神障害者短期入所事業費補助金 　　　　　　　169,680円

　・精神障害者生活援助事業費補助金 　　　　　　1,374,880円

  13目 総合福祉手当費 (単位　　円)

         302,876,245 円

○総合福祉手当の支給 （単位　円、人）

　

母子世帯等児童育成手当

　活を支援し、在宅の障害者の自立と社会参加の促進を図る。

　　　　　利用日数24日　　　利用者数2人

　　　　　当市からの入居者　2人

重度心身障害者援護金 30,690,000 2,391

1人（身体1～2級、
療育手帳 Ａ、精神
保健1級）

15,000

1人（身体3～4級、
療育手帳 Ｂ1、精神
保健2級）

10,000

5,827,625

　　在宅の精神障害者に対し、在宅福祉サービスの利用援助、社会資源の活

　用や社会生活力を高めるための支援、障害者やその家族の地域における生

13,636,625 6,164,000 1,645,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

1,622,000 811 1人 2,000

母子世帯等医療費扶助 16,206,160 1,213

20,000

母子世帯等高校進学祝金 2,200,000 110 1人 20,000

母子世帯等中学校卒業者就職
祝金 80,000 4 1人

20,000

交通遺児等扶養手当 120,000 4 1人 30,000

母子世帯等小学校入学祝金 1,520,000 76 1人

223,921,788

区　　　　　　　　　分 支 給 総 額 支 給 者 数 支 給 単 価

302,876,245 78,954,457

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

法外扶助 722,170 46
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

（単位　円、人）

　

 

  14目 養護老人ホーム (単位　　円)

       建設基金積立金

        　    31,080 円

○積立金の状況 （単位　円）

  15目 福祉基金積立金 (単位　　円)

           5,458,755 円

○積立金の状況 （単位　円）

 02項 児童福祉費 (単位　　円)

  01目 児童福祉総務費

         158,923,540 円

○ファミリー・サポート・センター事業　　　　　　　　  3,916,826 円

　・会員数　　358人

　・主な援助活動内容

     双子を持つ母親のサポート 件

     保育所・幼稚園の送り　 件

     保護者等の買い物等、外出の場合の援助 件

     学童保育の迎え及び帰宅後の預かり 件

　   その他 件

                                  計 件

○民間児童館活動事業 9,582,500円

　・主な活動内容

4,000

65 1人1ヶ月
（限度額）

重度心身障害児福祉手当 7,988,000 175 1人1ヶ月

1,307

15,000

身体障害者結婚祝金 90,000 3 1人 30,000

精神障害者医療費扶助 8,745,000

難病患者見舞金 3,855,000 257 1人 15,000

重度心身障害児者医療費扶助 141,702,915

87

566

1,590

132,548,061

459

259

219

158,923,540 26,375,479

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

敬老祝金 65,385,000 13,077 1人

5,458,755

5,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

決　算　額
特　　定　　財　　源

1,491,085

平 成 14 年 度 末
基 金 現 在 高

平 成 15 年 度
寄付による積立額

平 成 15 年 度
運 用 利 子 に よ る 積 立 額

平 成 15 年 度
取 り 崩 し 額

平 成 15 年 度 末
基 金 現 在 高

5,458,755

11,990,8318,023,161 5,453,167 5,588

19,300,000 386 1人6ヶ月

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

50,000在宅寝たきり老人等介護者手当

平 成 15 年 度 末
基 金 現 在 高

31,080 31,080

平 成 14 年 度 末
基 金 現 在 高

平 成 15 年 度
寄付による積立額

平 成 15 年 度
運 用 利 子 に よ る 積 立 額

平 成 15 年 度
取 り 崩 し 額

55,744,02355,712,943 31,080

重度重複障害者(児)介護手当 2,650,000 29 1人年2回 50,000

支 給 単 価区　　　　　　　　　分 支 給 総 額 支 給 者 数
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　　自然体験活動、子どもボランティア育成活動、児童健全育成相談

　　　活動など

　・活動事業所名　　恵明コスモス児童センター

　・補助金　　　　　9,582,500円

○児童育成計画推進事業                              2,198,200 円

　・講演会の開催

　・子育て支援出前講座

　　10人以上の子育てグループからの要請により、希望の会場へ講師を派遣

　　し、子育てグループの育成支援を行った。

　　　　講座開催件数：18件

　　　　出 　席 　者：大人　281人・子ども　368人　計　649人

○障害児支援事業　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　 円円

　・補装具交付・修理及び日常生活用具給付の状況 (単位　件､円)

　 　・心身障害児施設機能利用事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

　　行った。　　　　　利用者数　14人　　　　　　　　　　　

　・居宅生活支援費扶助　　　　　　　　　　　　     円

  　  居宅介護サービス 　　                     2,953,490円

    　　利用者数　   　28 人　　　　総派遣時間　　1,570時間

　  　デイサービス                                644,570円

　    　利用者数 19 人　　　　総利用日数　　　　118日　

　  　ショートステイ                            6,850,670円

    　　利用者数 57 人　　　　総利用日数　　  　657日

  02目 児童保育費 (単位　　円)

       1,661,828,620 円

　　在宅障害児の自立と社会参加の促進を図った。

322,320

　　在宅の心身障害児に対し、社会福祉施設を利用して日常生活訓練を

10,448,730

  　在宅の心身障害児に対し、障害児やその家族における生活を支援し、

0 4 210,100

合　　計 134 5,307,418 11 165,042 145 5,472,460

その他の日
常生活用具 4 210,100 0

74,5556 1,071,404 2 8 1,145,959

電気式たん
吸引機 3 148,900 0 0 3 148,900

その他の
補装具

510,110

19,100 6 54,661

3

35,005 12

件　数

36,382 13 1,552,260

装 具 11 475,105 1

車いす 10 1,515,878

補聴器 1 35,561 5

紙オムツ 99 1,850,470 0 0 99 1,850,470

16,255,510

区　分
交　　　　　付 修　　　　　理 合　　　　計

件　数 金　額 件　数 金　額 金　額

451,578,0431,661,828,620 883,179,368 327,071,209

　　　演　　題：「美しく輝いて生きる心」　

　　　講　　師：神田　すみれ　氏（女流講談師）

　　　出 席 者：310人

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

　　　開催日時：平成16年1月30日（金）午後6時30分～8時30分
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○児童保育事業   　　　　　　　　　　　　　　　    865,187,560 円

　入所児童数 平成16年3月1日現在

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　       

　　　　　　　　　　　　　　　　　　       

○児童扶養手当支給事業                            281,933,480 円
（単位　人）

○児童手当支給事業                                328,710,000 円

  児童手当の受付認定状況 （単位　件、円）

○特別保育委託事業                                 24,282,200 円

　・地域子育て支援センター事業委託 円

　　地域全体で子育てを支援する基盤を整備するため、活動の中心となる

　　保育所を指定し、事業を委託した。

　　　　　実施園    恵明保育園、白道保育園、北上保育園、中郷西保育園

                   恵明コスモス保育園、加茂保育園

　　　　　延利用人数（組）　14,148人・878組　

　・乳幼児健康支援保育事業委託 円

　　保育所に通所中の児童が病気の回復期で、集団保育が困難であり、か

　　つ保護者が勤務等の都合により家庭での保育が困難な児童を一時的に

　　預かり保育を行える児童福祉施設を指定し、事業を委託した。

　　　　　実施園　　恵明保育園    延利用児童数　125人

○国・県支出金を伴う事業費補助金　　　　　　　　     76,526,580 円

　・乳幼児保育事業補助金 円

　　0・1・2歳児の保育を行なう保育所に対し、乳幼児の適切な保育を確保

　　するため補助をした。

　　　　実施園   　私立全園(10園)と認可外2園

　・延長保育事業費補助金 円

　　保育時間の延長に対する需要に対応するため､通常の開設時間を超えて

　　保育を実施する保育所に補助をした｡

108.1

市外 委託契約保育園（36園）

合     計 1,531 166

114

109.2

若 葉 保 育 園 45 37 1 84.4

108.5
市内

市立保育園（7園） 595 614

私立保育園(10 園） 825 766

小    計

36

1,465 1,417

定員
（人）

入所児童数（人）

129

166

入所率
（％）市内 受託

19,876,200

4,406,000

42,971,600

11,051,600

584 685 40,575,000

合 計 4,483 1,968 1,795 4,641 5,278 328,710,000

非 被 用 者 就 学 前
特 例 給 付 520 233 172

433 471 29,405,000

被 用 者 就 学 前
特 例 給 付 1,828 637 526 1,923 2,235 131,110,000

特 例 給 付 460 284 309

1,233 1,363 91,380,000

非 被 用 者 461 212 222 468 524 36,240,000

児 童 扶 養 手 当 703

被 用 者 1,214 602 566

資 格 喪 失 者 受 給 権 者 数

668

区 分
平成14年度
末受給者件
数

新 規 認 定
件 数

平成15年度
消滅等件数

平成15年度
末受給者件
数

平成15年度
末算定児童
数

支 給 額

(C) (A)+(B)-(C)

100 135

区 分
継続受給権者数 新規 認定 者数

(A) (B)

区　　　　　分
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　　　実施園    北上保育園､加茂保育園､恵明保育園､恵明コスモス保育園

　　　　利用児童数　　67人

　・障害児保育事業費補助金 円

　　団体生活が可能な程度の障害児の保育の充実を図るため補助をした｡

　　　　実施園   　梅の実保育園､恵明コスモス保育園

　・保育所地域活動事業補助金 円

　　地域との交流を深め､育児相談等の事業を実施し､保育所の機能を地域に

　　還元する保育所に補助をした｡

　　　　実施園　　　芙蓉台保育園､白道保育園､加茂保育園

　・一時的保育事業費補助金 円

　　女性の就労形態の多様化に伴う一時的保育や､保護者の傷病等による緊

　　急時の保育に対応するため､一時的保育を実施する保育所に補助をした｡

　　　　実施園　　芙蓉台保育園、加茂保育園 、恵明コスモス保育園  

　　　　延利用児童数　1,808人 

　・休日保育事業費補助金 円

　　保育所に入所している児童で、休日等においても保育が必要な児童の保育

　　を行う保育所に補助した。

　　　　実施園　　　加茂保育園、マリア保育園

　　　　延利用児童数　346人

　・乳児保育促進等事業費補助金 円

　　定員の弾力化､年度途中の入所等により積極的に乳児の受入れを実施し

　　ている保育所に補助をした｡

　　　　実施園　　白道保育園､梅の実保育園、三島ようらん保育園､

　　　　　　　　　加茂保育園、中郷南保育園、北上保育園、恵明保育園、

　　　　　　　　　恵明コスモス保育園

円

　　　　延利用児童数　1,623人

○市単独運営費補助金　　　            　　　　　    85,188,800 円

　・民間保育所保育充実補助金 円

　　民間保育園の運営の充実を図り､児童､職員の処遇改善のため補助をした｡

     　対象　私立全園(10園)

　・民間保育所職員週休二日制運営補助金 円

　　民間保育園職員と児童の処遇改善を図り､週休二日制を実施するため､臨

　　時保育士雇上賃金を補助した｡

     　対象　私立全園(10園)

  03目 市立保育所費 (単位　　円)

         831,016,177 円

○市立保育園維持補修事業                            4,305,000 円
（単位　円）

535,525,372

15,047,800

　　に欠ける就学前の児童の保育を実施している認可外保育施設に補助を

　　した。

市立青木保育園屋根テラス改修工事 4,305,000 屋根・テラス鉄骨部等塗装

事 業 名 事 業 費 事 業 の 概 要

831,016,177 167,463,405 128,027,400

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

　　　　実施園　マリア保育園、ひまわり保育園

70,141,000

15,720,600

  ・緊急・リフレッシュ保育事業費補助金 584,280

　　保護者が傷病等社会的又は私的理由により緊急的または一時的に保育

703,000

1,033,000

3,254,400

1,208,100
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○市立保育園管理運営事業　  　　　　　　　　　        244,425,615 円

　・市立保育園主要修繕

　　市立伊豆佐野保育園前の農免道路の取付け道路沿いの畑200㎡を借地して

　　8台収容できる駐車場を整備した。

　・乳幼児保育実施園で高齢者等の雇用拡大

　　市立光ヶ丘保育園で、入園児の処遇改善のため、調理補助員として高齢者

　　1名を3時間パート勤務者として雇用し、乳児保育を実施している4園へ補

　　助者を配置した。

　・延長保育事業                    10,618,873円

  7:30～18:00   7:15～19:00

　　　利用児童数　　126人

  04目 市立佐野母子寮費 (単位　　円)

          14,934,364 円

○佐野母子寮管理運営事業 　　　　　　　　　　       14,277,880 円

　入所者の状況 （単位　世帯、人）

合 計 1,832人

青 木 保 育 園 233人

光 ヶ 丘 保 育 園 234人

緑 町 佐 野 保 育 園 314人

谷 田 保 育 園 153人

伊 豆 佐 野 保 育 園 350人

幸 原 保 育 園 302人

区 分 地域の子育て事業参加延べ人数

加 茂 川 町 保 育 園 246人

　・地域の子育て事業（園庭開放等利用者延べ人数）

合 計 595 650 109.2%

光 ヶ 丘 保 育 園 90 99 110.0%

青 木 保 育 園 90 111 123.3%

谷 田 保 育 園 90 90 100.0%

緑 町 佐 野 保 育 園 60 61 101.7%

幸 原 保 育 園 120 120 100.0%

伊 豆 佐 野 保 育 園 45 49 108.9%

加 茂 川 町 保 育 園 100 120 120.0%

入 所 率

1 5 6 175 17 2 5

16 年 3 月 31 日
現 在

10世帯 世 帯 人 員 世 帯 人 員 世 帯 人 員 世 帯 人 員

定 数
15 年 4 月 1 日
現 在

入 所 退 所

3,713,152

入 所 者 移 動 状 況 入 所 者

14,934,364 9,050,272 2,170,940

加茂川町・緑町佐野・
谷田・青木保育園

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

実施保育園 平日の基本保育時間 延長保育時間

　・市立保育園入所児童数　　（平成16年3月現在）

区 分 定 員 入 所 者 数
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  05目 家庭児童相談室費 (単位　　円)

          11,140,038 円

○家庭児童相談室事業

　相談件数    2,108件 （単位　件）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                

　　　家庭児童相談員報酬　　3,732,000円

○三島市たんぽぽ教室　　　　　　　　　　　　   　　　   

    開設日　毎週金曜日、第1・3・4火曜日、第3・4月曜日

  　場所　　市立保健センター・市民体育館・中郷文化プラザ

  　相談員及びスタッフ　13人　参加者延べ人数　1,017人

  　指導員報酬等　4,294,420円　 　

○ドメスティック・バイオレンス相談事業  　　　　　　　2,122,475 円

    相談件数　　　132件

    婦人相談員  　  1人

  06目 児童センター費 (単位　　円)

          16,619,682 円

○児童センター事業                                  1,261,857 円

　  児童に対し健全な遊びを与え、健康の増進や情操を豊かにするため、パ

　ソコン、エアロビクス、マジックなどの各種講座を開設したほか、親子で

　参加するすくすく広場等を関係施設で実施し、いずれも多数の参加が得ら

　れた。

　・すくすく広場事業

　　　児童センターで毎週金曜日開催

　　　　全37回　参加者  　910組　1,774人

　　　各公民館(北上・錦田・中郷)で毎月2回開催

　　　　全57回　参加者　1,025組　2,162人

○児童育成団体　　　　　　　　　　　      

　  児童育成団体は、三島市子ども会連合会及び地域活動連絡協議会（旧：

　母親クラブ）で、これら団体の運営に対し、自主性を尊重しながら連絡調

  整や指導助言を行った。 
(H15.4.1現在）（単位　人）

　・市子ども会連合会創立50周年記念事業補助金　　　500,000 円

　　50周年記念事業内容　

　　　記念講演会(インリーダー・育成者講習会)

　　　　開催日時　平成15年5月11日(日)　　参加者　390人

　　　米作り体験事業

　　　　開催期間　平成15年4月20日(日)～平成16年2月1日(日)全7回

295 490 235 874 995 2 0

10,522,638

性 格
生活習慣等

知能・言語 学校生活等 非 行 家 庭 関 係 環 境 福 祉 心 身 障 害 そ の 他

11,140,038 617,400

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

16,259,682

団体名 代表者氏名 対象 団体数 人員

16,619,682 360,000

4,411
三島市地域活動連絡協
議会

袴田　美代子 各クラブ会員 3団体 89

三島市子ども会連合会 望月　正己 小中学生及び指導者 90単位子ども会

83



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　　　参加家族　27家族　98人

　　　記念大会

　　　　開催日時　平成16年2月1日(日)　　参加者　700人

　　　記念誌の発行　　600部発行

 03項 生活保護費 (単位　　円)

  02目 扶助費

         664,383,648 円

○生活保護扶助事業 　　　　　　  　　　　　　　　  664,383,648 円
　・生活保護実施状況
　　生活保護扶助事業は、日本国憲法第25条（国民は、健康で文化的な最低
　　限度の生活を営む権利を有する。）の理念に基き、国が生活に困窮する
　　すべての国民に対し、その困窮の程度に応じ、必要な保護を行い、その
　　最低限度の生活を保障するとともに、その自立を助長することを目的と
　　しており、以下のような生活、住宅、教育、介護、医療及び葬祭の扶助
　　を行った。

(単位　世帯､人､円)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　       

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                

  ・国、県と比較した三島市の保護（平成15年度年平均） (単位　人､‰)

 04項 災害救助費 (単位　　円)

  01目 災害救助費

             279,432 円

○災害救助事業                                       520,000 円

  　火災により被害を受けた市民に対し、災害見舞金を支給した。

○その他各種補助金                                    223,378 円

　　緊急災害対策融資資金利子補給補助金

　　　平成10年8月末豪雨災害被災者に対する融資資金利子補給補助金である。

　　年2回分割して支給し､事業開始後5年を経過したことにより本年度で終了

　　となった。　　　5件

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

664,383,648 520,074,017 6,979,767 137,329,864

種 別 月 当 た り 平 均
年間 支給 総額

1 人 当 た り 1 世 帯 当 た り

世 帯 数 人 員 支 給 金 額 月平 均支 給額 月平 均支 給額

生 活
扶 助 221 282 15,582,462 186,989,538 55,257 70,509
住 宅
扶 助 204 263 6,355,373 76,264,477 24,165 31,154
教 育
扶 助 6 9 64,973 779,670 7,219 10,829
介 護
扶 助 34 34 685,308 8,223,700 20,156 20,156
医 療
扶 助 248 298 32,268,104 387,217,253 108,282 130,113
葬 祭
扶 助 （年）7 7 78,692
保護施
設事務 2 2 299,846

944,307 134,901 129,359

3,598,148 149,923 149,923

全 国 静 岡 県 三 島 市

30,546 366,555 （年）122,185 122,185法 外
扶 助 （年）3 3

保 護 人 員

区 分

1,391,000 14,068 326

保 護 率 10.90 3.71 2.93

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

279,432

100,000円

・全焼 2件 60,000円

279,432

・半焼 2件 40,000円

179,432円

179,432円
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費　　　　　　　　　目

 05項 国民年金事務費 (単位　　円)

  01目 基礎年金事務費

          24,191,922 円

○国民年金加入状況

　市人口の内20歳以上60歳未満62,334人の約3.3人に1人が第1号被保険者
（単位　人）

　　※平成14年度から、第1号被保険者の資格取得・喪失、申請免除(一般・
　　　学生)、障害・老齢基礎年金等裁定請求、未支給受付事務等を市で受付

○年金受給者数及び年金額 （単位　人、円）

04款 衛生費 (単位　　円)

 01項 保健衛生費

  01目 保健衛生総務費

         689,365,819 円
○救急医療事業　　　　　　　　　　　　　　　　　    146,096,311 円
　・休日・夜間等における緊急患者の生命を守るため、三島市医師会メディ
　　カルセンター、沼津夜間救急医療センター、三島社会保険病院、関病院
　　等の協力を得て実施
　・平日夜間　　　　　　　内科･小児科･外科を午後5時～9時までメディカ
　　　　　　　　　　　　　ルセンターで診療
　・土曜　　　　　　　　　内科･小児科･外科を午後2時～9時までメディカ
　　　　　　　　　　　　　ルセンターで診療
　・休日（日曜､祝日)  　　内科･小児科･外科を午前9時～午後9時までメ
　　　　　　　　　　　　　ディカルセンターで診療
　　　　　　　　　　　　　メディカルセンター診療終了後の一次救急の外
　　　　　　　　　　　　　科診療は､毎日午後9時～翌朝9時まで三島社会
　　　　　　　　　　　　　保険病院・関病院の当番制により診療、耳鼻科
　　　　　　　　　　　　　眼科は3市2町の担当医師が在宅輪番制により
　　　　　　　　　　　　　診療
　・沼津夜間救急医療センター　
　　　　　　　　　　　　　内科･小児科を午後8時30分～翌朝7時まで診療
　・二次救急　　　　　　　緊急に手術や入院を要する市民の救急医療を確
　　　　　　　　　　　　　保するため､内科､外科については､三島社会保
　　　　　　　　　　　　　険病院・関病院が当番制で診療
　　　　　　　　　　　　　脳神経外科は三島市･沼津市･裾野市･清水町・
　　　　　　　　　　　　　長泉町の3市2町にまたがる医療機関の在宅輪番

24,191,922 24,191,922

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

合 計 17,855 10,838,455,600

寡 婦 38 18,338,200
遺 児 1 797,000

5 年 84 34,616,400
障 害 86 75,118,900

老 齢 2,271 1,028,547,600
通 算 老 齢 1,337 261,769,500

障 害 基 礎 448 389,090,300
遺 族 基 礎 287 223,628,200

区 分 受 給 者 数 年 金 額

老 齢 基 礎 13,303 8,806,549,500

特　　定　　財　　源
一 般 財 源

国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

689,365,819 5,519,000 2,666,200

主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

681,180,619

決　算　額

被 保 険 者 数 付 加 保 険 者 数

第 1 号 強 制 加 入 者 18,910 17
第 1 号 任 意 加 入 者 184 227
合 計 19,094 244
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　　　　　　　　　　　　制により診療
　・休日歯科診療　　　　　市内の当番医が輪番制で実施

（単位　人）

(     )は当市市民

○寝たきり者歯科在宅診療事業助成　　　 7,476,000 円
　　在宅で寝たきりの状態にある市民で歯科診療を受けることが困難な人
　のために、三島市歯科医師会が実施している寝たきり者歯科在宅診療
　事業に助成した。
　　　在宅往診患者237人　延べ往診時間2,305時間　延べ訪問回数994回
○准看護師養成事業助成・臨地実習強化対策事業　　3,843,000 円
　　地域住民の医療に従事する准看護師養成を目的とした事業に対して、補
　助した。　　　　生徒数　63名

  02目 母子保健指導費 (単位　　円)

         180,544,035 円

○母子保健事業　　　　　　　　　　　　　　　　　     30,381,673 円

　・妊婦への母子健康手帳の発行､妊婦･乳幼児の健康診査

　・マタニティーセミナー等の健康教育･健康相談及び家庭訪問指導

　　乳幼児健康診査･相談等実施状況 （単位　人、％）

　・各学級･教室
　　　パパママセミナー（1コース4回）　
　　　　　主に初妊婦を対象に、妊娠･分娩･育児についての知識を習得し、
　　　　出産についての不安の軽減､母親の心構えについて指導した。
　　　　　また、妊婦及びその夫を対象に、健全な母子の育成及び母性・
　　　　父性意識の向上を図った。　
　　　　　　　　　　　　　年24回　1,019人　
　　　お母さん教室　　
　　　　　妊婦を対象に妊娠・分娩の各期を心身共に健康で過ごせるよう、
　　　　医師の講話と各種相談を行った｡
　　　　　　　　　　　　　年1回　受講者　45人　
　　　離乳食講習会(前期・後期)　

-そ の 他 の 乳 幼 児 相 談 - 1,299 -

940

妊 婦 相 談 - 985 - 985

3 歳 児 健 康 診 査 1,056 940 89.02

915

2 歳 児 健 康 相 談 会 1,008 811 80.46 811

1 歳 6 ヶ 月 児 健 康 診 査 1,030 915 88.83

-
4 ヶ 月 児 ･ 10 ヶ 月 児 健 康 診 査
( 医 療 機 関 委 託 ) 1,964 1,754 89.31 -

妊 婦 健 康 診 査 ( 医 療 機 関 委 託 ) 1,952 1,893 96.98

136,066,815

区　　　　　　　　　　　分 対 象 者 数 実 施 数 実 施 率 家 族 計 画 指 導 数

180,544,035 41,789,233 2,687,987

休日歯科診療 　　　　　 199(116)　　　

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

一次・二次救急 　　　 3,365(2,059)　　　

脳 神 経 外 科 　　　　　2,403(482)　　　

(272) 10,145 (6,077)

沼津夜間救急 12,936(1,824)

(1,048) 3,466 (2,252) 986合 計 3,804 (2,505) 1,889

(346) 1,477 (1,004) 3,505 (2,328)

(272) 6,640 (3,749)

平日･夜間救急 1,440 (978) 588

合 計

休 日 救 急 2,364 (1,527) 1,301 (702) 1,989 (1,248) 986

内 科 小 児 科 外 科 眼 ･ 耳 鼻 科救 急 名
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　　　　5ｶ月・10ｶ月児を育児中の母親を対象に､親子のふれあいと
　　　　親同士の交流の場とすると共に､離乳食の作り方や心身共に健全
　　　　に育つための心構えを指導した。
　　　　　　　　　　　　　年24回　483人
　　　幼児事後教室　　

　　　　　1歳6ｶ月児の健康診査受診者及び2歳児の健康相談でフォローが

　　　　必要な母親とその子供を対象に､親子あそび･仲間あそびなど遊びを

　　　　中心として心身共に健やかに育つための集団指導を行った｡

　　　　　　　　　　　　　年24回 　　389人（実人数64人）

　　　3ｶ月児健康教室　　

　　　　　生後3ｶ月児を対象に､発育発達に関する相談・哺乳・離乳食準備

　　　　の相談･育児相談などを実施し、乳児の健やかな成長を援助した。

　　　　　　　　　　　　　年12回　　　　795人　

　・訪問指導事業

　　妊産婦・新生児・乳幼児を対象に、家庭内で育児が円滑に行えるよ

　　う、発育・栄養・生活環境・疾病予防等育児上必要な事項について、

　　家庭訪問指導を実施した｡

　　　　　新生児　494人　　妊婦　446人　　乳幼児　928人

○乳幼児医療費支給事業　 　　　　　　　　　　　　   150,032,362 円

　　平成15年4月1日より入院・通院とも市単独で1歳引き上げ、4歳未満

　の乳幼児が病気又はけがにより入院した場合には入院初日から、4歳以

　上小学校就学前の幼児にあっては継続して8日以上の入院をした場合と

　5歳未満児が病気又はけがにより通院をした場合に、医療費の自己負担

　額の全部、または一部を助成した｡
　　内訳

入院に係る助成
　現物給付分 17,063,770円
　償還払い分  3,557,462円

20,621,232円
通院に係る助成
　現物給付分 109,336,970円
　償還払い分 　1,460,543円

110,797,513円

  03目 感染症予防費 (単位　　円)

         132,187,856 円

○感染症予防事業　　　　　　　　　　　　　　　　    130,577,976 円

　　各種予防接種の状況 （単位　人）

生後3～90ヶ月未満児 6週間以上の間

(初回) 隔をおいて2回

(2回目) 経口投与

(初回)

(2回目) 666 516

625 445

(下期) 555 453

ポ リ オ

(上期) 575 480

130,980,446

予 防 接 種 名 対　　　　　象 対 象 人 員 被 接 種 者 備　　　考

132,187,856 1,207,410

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

申請件数 　714件 支給総額

通　　院　　計

支給件数 81,004件 支給総額

申請件数 112件 支給総額

入　　院　　計

支給件数 381件 支給総額
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

（単位　人）

生後6～90ヶ月未満児 Ⅰ期として3回

(Ⅰ期) 接種する

生後18～90ヶ月未満児 追加として1回

(Ⅰ期追加) 接種する

生後12～90ヶ月未満児

生後12～90ヶ月児

H15.9.30まで実施

3歳～90ヶ月未満児 Ⅰ期として2回

(Ⅰ期2回) 接種する

4歳～90ヶ月未満児

(Ⅰ期追加) Ⅰ期追加として1回

9歳～13歳未満(Ⅱ期) Ⅱ期・Ⅲ期で1回ず

14歳～16歳未満(Ⅲ期) つ追加接種する

12歳～13歳未満

破傷風）

高齢者インフルエンザ 65歳以上

その他（60～65歳）

  04目 結核予防費 (単位　　円)

           5,034,157 円

○結核予防事業　　　　　　　　　　　　　　　　　      5,034,157 円

　・結核予防法に規定する定期健康診断（Ｘ線検査）及びツベルクリン

　　反応検査・ＢＣＧを実施した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　・ツベルクリン反応検査・ＢＣＧ接種の状況 （単位　人）

3～48ヶ月まで1回

内陽性者再検査

陰性者 幼児

内再検査の陰性者 幼児再検査

　・胸部レントゲン検査 （単位　人）

  05目 生活習慣病予防費 (単位　　円)

         471,901,104 円

麻 し ん

②   983

リア、破傷風)

三 種 混 合 ① 1,271

32,700

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

394,396,598471,901,104 77,471,806

要 精 検 者

一 般 住 民 検 診
4月22日～
3月23日

市 内 57 会 場 5,000 2,885 43

種　　　　別 実 施 月 日 会 場 予 定 人 員

Ｂ Ｃ Ｇ 976 954

2 2

受 診 者 数

ツ ベ ル ク リ ン 1,037 1,003

反 応 検 査 6 6

5,034,157

予 防 接 種 名 対　　　　　象 対象人員 被接種者 備　　　　　考

5,034,157

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

20,195 8,514

7 7

(ジフテリア、

1,756 737

二 種 混 合 1,537 770

1,411 857

1,604 765

② 1,583 ②　939

S54.4.2～S62.10.1生 41

日 本 脳 炎 ① 1,521 ①　934

966

1,324 899

1,282 992

① 1,032

予 防 接 種 名 対　　　　　象 対 象 人 員 被 接 種 者 備　　　考

③ 1,415 ③　 938

(百日ぜき､ジフテ ② 1,344

風 し ん 1,564
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○健康診査事業　　　　　　　　　　　　　　　　　    456,370,975 円

　・3大死因である、がん・心臓病・脳卒中などの生活習慣病対策として

　　老人保健法による健康診査を実施した。

　　なお、今年度より健診の結果については、受診した医療機関から直接

　　手渡しの方法とした。

　　　対象人員　23,301人

　・健康診査         　　207,695,797円 （単位　人）

（単位　人）

精検不要

要精検

要指導者

要指導者

　・がん検診　　　　　　　239,568,487円 （単位　人）

異常のない者

要精密検査者

がん

異常のない者

要精密検査者

がん

異常のない者

要精密検査者

がん

異常のない者

要精密検査者

がん

異常のない者

要精密検査者

がん

○健康みしま推進事業　　　　　　　　　　　　　　　    5,566,536 円

　　健康について正しい知識を深め、健康づくりに役立てるため保健セ

　ンターのほか地区公民館で健康みしま推進事業を展開した。

292

25,267 21

大 腸 が ん 8,518 9,240 8,948

40 歳 以 上 の 人

40 歳 以 上 の 人 192

25,267 13

肺 が ん 9,329 10,231 10,039

30 歳 以 上 の 女 性 121

15,925 10

15,925 3

乳 が ん 5,249 5,386 5,265

30 歳 以 上 の 女 性 頸･体部 211 頸･体部 164 29

子 宮 が ん 頸部　4,135 頸部　4,285 4,421

35 歳 以 上 の 人 504

26,762 11

胃 が ん 5,886 6,551 6,047

種 別 対 象 者
及 び 対 象 者 数

予 定 人 員 受 診 者 一 次 検 診 結 果

12

20 歳 以 上 12

要精密検査者 39

歯 周 疾 患 検 診 90 63 異常のない者

40 ・ 50 歳 の 女 性 60

1,510 要精密検査者 9

7,336 534

骨 粗 鬆 症 検 診 160 145 異常のない者 76

342 Ｃ型感染あり　3　　なし　　163

前立腺がん検査 2,602 2,879 2,345

3,150 Ｃ型感染あり 13　 　なし　1,534

肝炎ウイルス検査（肝
機能要指導者等） 70 166 Ｂ型陽性　1　　　　陰性　　165

肝炎ウイルス検査（節
目健診） 1,513 1,547 Ｂ型陽性　15　　　　陰性　1,532

2

種 別 対 象 者
及 び 対 象 者 数

予 定 人 員 受 診 者 一 次 検 診 結 果

12,598 1,071 4,953 6,574

受 診 人 員
基　　　本　　　健　　　康　　　診　　　査

訪 問 診 査
異 常 無 要 精 検 ･ 要 指 導 要 医 療
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

（単位　人）

地区別健康講座（6回） 地域健康づくり推進事業の一環としての健康講座

健康づくり講演会(1回) がんの時代に備えて

「生活習慣病の予防」 保健コーナー

栄養相談、機能訓練展示、 人数(1,888)

歯の健康まつり ８０２０運動の啓蒙・普及、歯科検診等

町内別健康講座（73回）

栄養改善伝達講習会（42回）

保健委員教育（18回） 地域健康づくり事業を推進するための基礎学習

健康づくりのための講話

ヘルスアップ教室（30回） 健康づくりのための水中ウォーキング

はつらつさんコンテスト（3回）

日赤家庭介護法（4回）

高齢者健康運動教室（5回）

○生活習慣病予防指導事業　　　　　　　　　　　　　　　6,246,190 円

　　高血圧・糖尿病・高脂血症などの生活習慣病を予防するため、健康教育・

　　健康相談・機能訓練・訪問指導・健康手帳の交付を行なった。

　・健康教育事業　　　　　　　 （単位　人）

老人健康教育(8回) 老後における健康の保持増進のための教育

高血圧改善教室（7回）

耐糖能異常改善教室（7回）

高脂血症予防講座（2回）

生活習慣病予防講座（1回）

生活習慣病予防栄養教室（3回）

運動実践教室（2回）

肝炎予防講座（1回） Ｃ型肝炎の正しい知識と予防についての講座

骨粗鬆症検診事後講座（4回）

　・健康相談事業　　　　　　　 （単位　人）

老人健康相談（5回） 老後における健康の保持増進のため、寝たきり予防、

痴呆予防等を図る。血圧測定及び個別健康相談

健診結果事後相談会（3回) 糖尿病・高脂血症・痛風等の相談を予約制にて実施

栄養個別相談　(12回） 生活習慣病等の疾病別の食事指導

総合健康相談会　（24回） 血圧測定・尿検査・体脂肪測定・栄養・歯科ほか

全般的健康相談

町内別健康相談会（73回） 血圧測定・体脂肪測定ほか健康なんでも相談 1,045

76
44

281

種 別 及 び 回 数 内　　　　　　　　容 人 員 等

52

調理実習を通して生活習慣病予防の食事について講
習

骨粗鬆症検診受診者に対し、検査結果の見方と予防
について学ぶ講座

成人歯科検診事後講座（2回）
歯周疾患検診を行い、歯科衛生士によるブラッシン
グ指導を実施、栄養士・保健師による講話

生活習慣病予防のための運動を実践してゆくための
講座

種 別 及 び 回 数 内　　　　　　　　容

高血圧予防における生活習慣を改善するための個別
指導 29

受 講 者 数

162

種 別 及 び 回 数 内　　　　　　　　容 受 講 者 数

463

105

44

43

41

49

40

基本健診受診者を対象に健診結果の見方等、今後の
健康管理に役立てるための講座

116

115

糖尿病予防における生活習慣を改善するための個別
指導
高脂血症による動脈硬化の進行を防止し、脳血管疾
患の発生を予防するための講話と実技の講座

はつらつさんコンテスト実施者のうち希望者を対象
とした高齢者の健康づくりのための運動実践指導 33

852
高齢者（満75歳）を対象に生活能力・痴呆テストに
よる健康レベルのチェック 77

在宅介護を習得するための講座 78

518

出前健康教育講座（4回） 381
リハビリについて・健康づくりのための食事について

1,000

保健委員活動の一環として市内6地区別のテーマで開催 1,061
地域住民及び小中学生父兄を対象に正しい食習慣を身につ
けるための講話・実習 744

受診率向上キャンペーン
健診受診を呼びかけ健康づくりへの意識を高めるた
めのキャンペーン 201

市民すこやかふれあいまつり
体脂肪・体力測定、

健康運動フェスタ
運動を中心とした健康づくりの意識を高めるための
イベント 428

市民公開講座(1回)
市民の健康づくりのための講座
（テーマ・・高脂血症） 330

350
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

（単位　人）

結核精密検診　　（8回） 結核精密検診時の問診と相談

介護家族相談会（84回） 機能訓練教室来所者の家族に血圧測定と相談

出前健康相談　（4回） 各団体等からの依頼による相談、救護

歯の健康相談　（12回） 口腔健康管理全般に関する相談指導

　・機能訓練事業　　　　　　　877,800円

　　脳卒中等で身体に障害を持つ40歳以上の人を対象に機能低下を防

　　止するための訓練を実施した。

　　　訓練日　　保健センター（第1・2・3水曜日）、錦田公民館・

　　　　　　　　北上公民館・中郷公民館・社会福祉会館の各施設（月１回）

　　　指導者　　医師･理学療法士・作業療法士・保健師・看護師

（単位　人）

　・訪問指導事業　　　　　　　263,340円

　　保健師、看護師、栄養士、歯科衛生士が家庭訪問し、在宅で寝たき

　　り等の状態にある人の家庭に看護法の指導や生活指導を行い、また、

　　準寝たきり老人・虚弱老人等の保健指導及び健診事後フォロー等の

　　生活習慣病予防指導を実施した。
（単位　人）

訪問指導人数

　・健康手帳の交付

　　健康診査の記録、その他必要事項を記録し、自らの健康管理を通して

　　適切な医療を確保するために交付した。

（単位　件）

新規老人医療受給者証交付対象者

　40歳の者（新規交付）

　40歳以上の者（更新・再交付）

  06目 畜犬指導費 (単位　　円)

           6,699,087 円

○畜犬指導事業　

　　犬の登録、狂犬病予防注射を市内34会場で実施したほか、飼えない

　犬や猫を減らすため、犬・猫避妊等助成金を交付した。

　・犬及び猫の登録状況

 

41

健診事後電話相談（107回）
健診結果が要精検・要医療で受診が必要な者への受診勧
奨及び指導 634

33

64

108

4,848,0876,699,087 1,851,000

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

309

1,512

129

決　算　額
特　　定　　財　　源

998 626 1,624

対　　　　象　　　　者 交　付　数

区 分 成人･老人 健診事後フォロー 合　　計

中郷文化プラザ 社会福祉会館 計

参加者 747 100 85 85 97 1,114

実施場所 保健センター 錦田公民館 北上公民館

種 別 及 び 回 数 内　　　　　　　　容 人 員 等
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

（単位　匹）

平成7年度から､

生涯登録となる｡

平成10年度から､

猫の登録制度実施

　・犬及び猫避妊等助成金交付状況
（単位　件、円）

区　分

件　数

金　額

  07目 環境衛生費　　　　　　　　　　　　  (単位　　円)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　       

          29,162,133 円

○ごみ減量化・資源化対策

　・生ごみの有機肥料化を推進し、ごみの減量化を図るため、コンポスト・

　　ぼかし容器の無償貸与を実施した。

　　　貸与実績　　コンポスト　37 台　　ぼかし容器　12 台

　・一般家庭に眠っている不用品のリサイクル推進を目的に、フリーマーケ

　　ットを開催した。

　　　開催実績　年10回（楽寿園2回、市民体育館1回、南二日町広場7回）

　・子供会、自治会、ＰＴＡ等が行う資源ごみ集団回収事業に対して、回収

　　量に応じて報奨金を交付した。

　　　交付実績　　158団体　2,925トン　16,089,800円

○環境衛生推進事業　　　　　　　　　　　　　　　      4,000,978 円

　・ユスリ蚊の発生防止のため発生源となる河川等を定期的に消毒すると共

　　に､全市的に自治会で実施している側溝清掃の支援を行い、清掃汚泥等

　　の受入処理をした｡

　・環境衛生週間に合わせ小・中学生を対象にポスター・標語の募集を行い､

　　優秀作品を表彰すると共に展示し、標語についてはのぼり旗にして市内

　　各所に掲げ環境美化の啓発に努めた｡

　　　応募実績　　ポスター 633点　標語 1,134点　計 1,767点

　・環境美化推進員の協力を得て、ごみの集積所や周辺環境の美化の啓発や

　　ごみの出し方指導などを行った｡

　・不法投棄の防止のため、不法投棄監視員等による定期巡回や清掃作業を

　　行った｡

　　　回収等実績  258件  46.91トン  

○生ごみ処理機購入費補助金交付事業　　　980,600 円

　　平成11年9月より一般家庭から排出される生ごみの減量化及び処理の

　効率化を図ることを目的に、機械式生ごみ処理機購入者に対し、購入

　費の1/2で20,000円を限度として交付した。　

　　　平成15年度補助金交付台数　　51台　　累計　898台　

29,106,133

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

56,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

29,162,133

2,880,000972,000 942,000 486,000 480,000

合　　計

162 157 81 80 480

猫 の 避 妊 猫 の 去 勢 犬 の 避 妊 犬 の 去 勢

猫の登録
2,584 2,927

(新規登録分　411) (新規登録分　372)

犬の登録
6,277 6,557

(新規登録分　492) (新規登録分　589)

区 分 平 成 14 年 度 平 成 15 年 度 備　　　　　　考
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

 02項 清掃費 (単位　　円)

  01目 清掃総務費

         96,426,170 円

○一般廃棄物処理計画事業　　　　 　 　　　　　　　　　4,538,600 円

　　一般廃棄物の減量及び処理に関する事項、その他市の清掃事業を調査

　審議すると共に、諮問事項の一般廃棄物処理基本計画の見直し等につい

　て審議した。

・審議会3回開催

・一般廃棄物処理基本計画策定業務委託　　4,200,000円

  02目 塵芥収集費 (単位　　円)

         284,248,055 円

○一般廃棄物収集運搬業務委託事業　　　　　　　　    207,165,000 円
　・ごみ収集世帯､人口及び状況 （単位　世帯、人）

　・ごみ処理状況 （単位　ｔ、％）

　焼却

　埋立

　資源化

　・ごみ量の推移 （単位　人）

　・平成15年度生活系ごみ収集量の内訳 （単位　ｔ）

  03目 清掃センター管理 (単位　　円)

　　　 費

         480,227,000 円

○施設補修事業　　                                 73,841,970 円

　　焼却処理施設、粗大ごみ処理施設ともに運転開始後14年が経ち、点検

396,995,285480,227,000 83,231,715

一 般 財 源
国・県支出金 市 債 そ の 他

51 1,147

決　算　額
特　　定　　財　　源

乾電池
蛍光管

その他
不 燃 35,854

2,726 188 11 29,564 124 1,154 889

可燃ごみ（32,489） 不燃ごみ（3,365） 合計

紙・布
ペット
ボトル

白 色
トレイ

燃える
ご み

アルミ 鉄 カレット

46,281

年 間 収 集 人 口 １ 人
当 た り 排 出 量 (kg)

389 388 409 408 429 403 416 435

9,767 10,427

合 計 (t) 39,956 40,147 42,743 42,609 45,131 42,255 43,916

8,312 8,709 8,901 8,876処 理 量 事 業 系 (t) 8,201 8,020

49,206

生 活 系 (t) 31,755 32,127 34,431 33,900 36,230 33,379 34,149 35,854

45,431 48,103 45,210 46,879排 出 量 （ ｔ ） 42,795 43,009 45,456

15年度

収 集 計 画 人 口 、 収 集 人 口 109,967 110,764 111,050 111,269 111,995 112,305 112,640 113,089

11.11

区分
年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度

79.89

46,281 36,972 4,168 5,141 9.00

46,281 3,857 1,121

処 理 量
処 理

焼    却 埋    立 資  源  化 比    率

43,599 113,089 43,599 113,089

行 政 区 域 収 集 区 域

世 帯 人 口 世 帯 人 口

273,385,365

処 理 量 1 人 1 日 当
たり排出量

(g)年 間 (t) 月 平 均 (t)

96,426,170

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

96,426,170

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

284,248,055 176,000 10,686,690
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　と整備は定期的に実施する必要があり、それぞれ年2回前期後期に分けて

　補修を実施。

（単位  円）

○ダイオキシン対策事業     　                       8,059,800 円

（単位　円）

○一般廃棄物資源化事業                              17,612,612 円

（単位　円）

ペットボトル 円

白色トレイ 円

カレット

（無色） 円

（茶色） 円

（その他） 円

乾電池・蛍光管  円

ﾊﾞｯﾃﾘｰ外 円

ペットボトル中間処理業務委託

乾電池廃蛍光管処理業務委託

ガラスびん選別作業業務委託

  04目 衛生プラント管理　　　　　　　　  (単位　　円)

　     費

         185,578,437 円

○衛生プラント管理運営事業　　　　　　　　　　　　   79,037,437 円

　・し尿収集世帯､人口の状況

115,207,437185,578,437 9,071,000 61,300,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

合　　　　　　計 16,933,216

3,326,400 資源化量   888.96トン

廃プラスチック中間処理業務委
託 3,024,000 資源化量    10.62トン

3,156,300

6,236,101 資源化量    58.45トン

資源化手数料 1,190,415

0

72,732

137,460

270,902

172,050

116,904

420,367

事　業　名 事　業　費 事　業　の　概　要

周辺環境大気中のダイオキシン
類測定調査業務委託 2,247,000 年2回　4箇所

合　　　　　計 8,059,800

ごみ焼却施設作業環境中のダイ
オキシン類測定業務委託 3,885,000 年2回　Ａ炉・Ｂ炉

ごみ焼却施設排ガス等ダイオキ
シン類測定業務委託 1,722,000 年1回　Ａ炉・Ｂ炉

浸出水処理施設処理水中のダイ
オキシン類測定調査業務委託 205,800 年1回　　1箇所

合　　　　　計 73,841,970

事　業　名 事　業　費 事　業　の　概　要

可燃ごみ破砕機修繕外

凝集槽撹拌機修繕外

粗大ごみ処理施設修繕 26,071,804 定期修繕（前・後期）

浸出水処理施設修繕 1,173,840

その他修繕 3,648,120

焼却施設修繕 42,948,206 機械電気設備修繕、磁選機等駆動部修繕外

事　業　名 事　業　費 事　業　の　概　要
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

(単位　世帯、人)

　

 

         ※世帯・人口とも住民基本台帳による

　・し尿処理状況 (単位　世帯、人、ｷﾛﾘｯﾄﾙ)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　

　・業務委託状況 (単位　　円)

○処理施設整備事業　　　　　　　　　　 　　　    　 87,075,000 円

　・工事執行状況 (単位　　円)

○国･県支出金を伴う事業費補助金     　　 　　    　 19,431,000 円

　・小型合併処理浄化槽設置推進事業

　　生活雑排水等による公共用水域の水質汚濁防止対策として合併処理

　　浄化槽設置事業を推進し、設置費の一部を補助した。

　　設置基数　49基

05款 労働費　　　　　　　　　　　　　　    (単位　　円)

 02項 労働費

  01目 労働諸費

         827,845,449 円

○勤労者住宅建設資金貸付事業　　　　　　　　　　    700,193,000 円

　　勤労者の住宅建設や持家増加による財産形成を推進し福利増進を図る

　ため1,000万円を限度として資金貸付を実施した｡(ユニバーサルデザイン

　住宅への融資は1,150万円を限度とする。)

衛生プラント汚泥焼却炉除じん施設
バ グ フ ィ ル タ 設 置 工 事
( 平 成 14 ・15 年 度 債 務 負 担 行 為 ）

(117,075,000)
87,075,000

バグフィルタ、冷却塔、ダストコンベヤの設置
誘引送風機、コンプレッサーの更新
サイクロン、マルチサイクロンの撤去

（　　　）内は全体契約額

合　　　計 34,974,492

事　　業　　名 事業費 事　業　概　要

衛 生 プラント大 気 測 定 業 務 委 託 668,850
大気汚染防止法第16条の規定による測定業務
ダイオキシン類対策特別措置法第28条第1項の
規定による排ガス・焼却灰のダイオキシン類
濃度測定

衛生プラント焼却炉施設内における
ダ イオ キ シ ン 類 測 定 業 務 委 託 3,034,500 労働安全衛生規則の規定による焼却炉施設内

の作業環境中のダイオキシン類濃度測定

衛 生 プ ラ ン ト汚 泥 焼 却 設 備
定 期 点 検 業 務 委 託 745,500 汚泥焼却炉、空気予熱器等の汚泥焼却設備の

性能を維持するための定期点検

衛 生 プラント運 転 管 理 業 務 委 託 28,350,000 衛生プラントの運転管理及び維持管理

衛 生 プラントラインコンピュー タ
保 守 点 検 業 務 委 託 997,500 ラインコンピュータ本体の機能を維持するため

の保守点検
衛 生 プ ラ ン ト 工 業 計 器
保 守 点 検 業 務 委 託 745,500 電磁流量計等の工業計器の精度を確保するた

めの保守点検

衛 生 プ ラ ン ト消 防 用 設 備 等
保 守 点 検 業 務 委 託 101,640 衛生プラントの火災報知器、誘導灯、消火器等

の消防設備の保守点検
衛 生 プラント自 家 用 電 気 工 作 物
保 安 管 理 業 務 委 託 331,002 衛生プラントの自家用電気工作物の保安管理

1,634 0.99ﾘｯﾄﾙ

事　　業　　名 事業費 事　業　概　要

し　　　　尿 18,607 54,201 19,608

清　掃　区　分
収　集　区　域 収　集　量 1人1日当たり

世　帯 人　口 年　間 月 平 均 排    出    量

2.7 2.5 全世帯 　42,853世帯

浄化槽汚泥 17,463 51,456 40.8 46.1 全人口　111,707人
し　　　尿

生 し 尿 1,144 2,745

清　掃　区　分
収　集　区　分 比　　率（％）

備　　　　考
世　帯 人　口 世　帯 人　口

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

825,098,449

決　算　額
特　　定　　財　　源

827,845,449 2,747,000
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

（単位　件、万円）

貸付項目

○勤労者教育資金貸付事業　　　　　　　　　　　　    106,992,000 円

　　勤労者又はその子弟が大学等へ進学､若しくは在学するために必要な

　経費に充てるため､300万円を限度として資金貸付を実施し、26件

  5,813万円を貸付した。
（単位　件、万円）

貸付項目

○勤労者福祉共済事業 10,000,000 円
　　中小企業者及び勤労者の福利厚生事業を行っている、「三島函南勤労
　者福祉サービスセンター」の運営費の一部について補助金を交付した。
　　　　※平成16年3月31日現在／342事業所（1,554人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ○中小企業勤労者福祉事業　　　　　　　　　　　　     
　　中小企業の労働力の確保と雇用の安定、及び中小企業従事者の健康の
　保持増進を図る目的で、以下の事業を実施する三島商工会議所に掛け金
　や経費の一部を補助した。
　・中小企業特定退職金共済事業 1,730,690 円
　　共済加入事業者に対し掛け金の一部を補助した。
　　　　※加入者／233事業所・13,313人(平成16年3月31日現在）
　・中小企業従事者健康診断事業 1,746,666 円
　　年2回実施する健康診断受診者に対し､4,000円を補助した。
　　　　※受診者数／461人
〇技能功労者表彰
　　永く同一の職業に従事し、技能の錬磨や後進の指導育成を行って当市
　の産業技術の向上に功績のあった技能者について表彰を行った。
 　　　表彰日（11月7日）　　　場所（生涯学習センター多目的ホール）
 　　　表彰者数（29人）
○雇用促進事業
　・雇用促進事業費補助金　　　　　　　　　　　　1,490,000 円
　　　就職ＪＯＢフェア(合同就職面接会)  　1,000,000 円
　　　　雇用の促進と地元企業の人材確保を目的に、三島商工会議所・
　　　　ハローワーク三島と共催し、就職ＪＯＢフェア(合同就職面接
　　　　会)を実施した。

　　　スキルアップ講座       　         　 490,000 円

6.0%

平成15年11月21日 41社 239人 　9人 3.8%

平成15年7月14日 47社 302人 18人

開催日 求人社数 求職者数 採用者数 就職率

高 校 0 0

合 計 26 5,813

専 門 学 校 2 524

高 専 0 0

大 学 18 4,130

短 大 6 1,159

合 計 46 43,130

件数・金額
貸 付 件 数 貸 付 金 額

土 地 建 物 購 入 15 14,450
建物（マンション）購入 5 4,400

3,770
土 地 購 入 2 2,000

増 改 築 4

件数・金額
貸 付 件 数 貸 付 金 額

新 築 20 18,510
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　　　ＩＴ社会に対応するため、パソコンを活用して簿記等の企業会計

　　　　を習得し、自己のスキルアップを図り就業に結びつけることを目

　　　　的に、三島地区情報処理推進協議会が実施するスキルアップ講座

　　　　に対し補助した。

  02目 緊急地域雇用創出 　 (単位　　円)

　　　 特別交付金事業

     　69,004,378 円

○緊急地域雇用創出特別交付金事業の概要
　・景気対策の一環として、厳しい雇用情勢の影響を強く受けている中高
　　年齢者等に対して、臨時応急の雇用及び就業機会を地方公共団体にお
　　いても創出を図ることを目的とした事業。
　・実施財源は、厚生労働省から県へ交付された交付金を原資に県が基金
　　を造成し、その緊急地域雇用特別基金を活用して事業を実施している。
　　本市は平成15年度に15事業を実施した。
　・本事業は平成16年度で終了予定。
○緊急地域雇用創出特別交付金事業（生活環境課）         5,694,000円

・可燃性処理困難物解体業務委託
景気対策の一環として、国からの交付により設置された県の緊急地域雇
用特別基金を活用し、可燃性処理困難物(粗大ごみ)を手作業にて解体し
分別処理を行う。

委託先　　　 伊豆総業(株)
委託期間 平成15年5月1日～平成16年3月15日
作業人員 3人
作業日数 579日（延べ日数）

○緊急地域雇用創出特別交付金事業(総務課)              3,690,000円
　・地域通貨試験導入業務委託
　　地域通貨を試験的に導入し、平成16年度以降の本格実施に向けた
　　基礎資料を作成する。また、市民へ地域通貨の啓発活動を行なう。
　　　委託先　  (社)三島青年会議所
　　　委託期間　平成15年6月6日～12月10日
　　　主な事業
　　　　広報みしま8月1日号で流通実験への参加呼び掛け
　　　　市内小・中学校ボランティア              120人参加
　　　　東レアローズ1日バレーボール教室　　　　　105人参加
　　　　清水エスパルス1日サッカー教室　　　　　　269人参加
　　　　流通実験報告書作成
○緊急地域雇用創出特別交付金事業(せせらぎ事業推進室)    554,400 円
　・ＪＲ三島駅前広場維持管理業務委託
　　ＪＲ三島駅前広場清掃（タバコ・空き缶等のゴミ拾い、
　　池のブラッシング）
　　　委託先　  (社)三島市シルバー人材センター
　　　委託期間　平成15年8月1日～平成16年1月15日
○緊急地域雇用創出特別交付金事業(防災交通課)    　　   3,215,520円
　・放置自転車撤去作業業務委託
　　自転車放置禁止区域に放置されている自転車や、原動機付自転車の撤
　　去及び保管業務を行い、駐輪場への適切な利用を指導することを目的
　　として実施した。
　　　委託先　  (社)三島市シルバー人材センター
　　　委託期間　平成15年4月15日～平成16年3月15日のうち任意の176日間
　　　作業人員　6人　

開催日 受講者 講座

平 成 16 年 1 月 19 日～ 23 日 9人
3時間/日×5日間

平 成 16 年 2 月 9 日 ～ 13 日 7人

69,004,378 69,004,378

決　算　額
財　　源　　内　　訳

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容
○緊急地域雇用創出特別交付金事業(水と緑の課)           1,451,520円
　・公共花壇維持管理業務委託
　　市内公共花壇の除草、施肥、水やり等の維持管理を実施した。
　　　委託先　    　(社)三島市シルバー人材センター
　　　委託期間　　　平成15年7月8日～平成16年1月6日
○緊急地域雇用創出特別交付金事業（農政課）　　　　　　6,339,900 円
　・水源かん養林緊急間伐業務委託　　　　　　　4,462,500円
　　森林が有する水源かん養、生活環境保全及び山地災害防止等の公益的
　　機能をより発揮させるため、三島市森林整備計画区域の森林30haの
　　間伐を実施した。(間伐率30％以上)
　　　委託先　　　(有)川井林業
　　　委託期間　　平成15年11月12日～平成16年3月15日
　・林道草刈り事業委託　　　　　　　　　　　　1,247,400円
　　林道南原菅線、林道庚申松城山線、林道諏訪ノ台線外支線林道は、
　　雑草が道路幅まで生い茂り、通行に支障をきたしている状態なので、
　　この状況を解消するため、各林道の草刈りを実施し、効率のよい
　　森林管理を行った。
　　　委託先　　　(社)三島市シルバー人材センター
　　　委託期間　　平成15年10月1日～平成16年2月27日
○緊急地域雇用創出特別交付金事業（商工観光課）  　　　4,336,769 円
　・三四呂人形等制作・広報活動事業委託　　　  703,000円
　　郷土色豊かな「三四呂人形」の観光特産品化を図った。
　　　委託先　　　三島商工会議所
　　　委託期間　　平成15年9月17日～平成16年3月12日
　・箱根高原野菜観光特産品化推進事業委託　　　464,000円
　　箱根西麓で収穫される高品質な箱根高原野菜の観光特産品化を図った。
　　　委託先　　　三島市観光協会
　　　委託期間　　平成15年7月1日～平成15年11月26日
　・起業家育成・相談所業務委託　　　　　　　3,169,769円
　　起業希望者等の掘り起こしや起業のための相談や育成業務を行うこと
　　により、新規事業者と地域雇用の拡大を図った。
　　　委託先　　　静岡県東部地区ＳＯＨＯ推進協議会
　　　委託期間　　平成15年5月1日～平成16年3月15日
○緊急地域雇用創出特別交付金事業(建築指導課)      　 6,615,000 円
　・わが家の耐震診断調査票配布・回収事業委託

      委託先　　(社)静岡県建築士会
      委託期間　平成15年6月17日～平成16年3月15日
○緊急地域雇用創出特別交付金事業(下水道管理課)    　  1,575,000 円
　・下水道マンホール調査委託
    公共下水道のマンホール等管路施設の適正な維持管理のため危険箇所の
    調査を実施し、下水道マンホールの損傷による事故の発生を未然に防止
    した。
      委託先　　  伊豆総業(株)
      委託期間　　平成15年6月27日～平成15年12月16日
○緊急地域雇用創出特別交付金事業（学校教育課） 　　　25,431,644 円
　・学校いきいきプラン推進事業  
　　多様な経験を有する社会人を教員補助者として、前期14人、後期
　　15人各小学校に配置した。
○緊急地域雇用創出特別交付金事業（文化振興課） 　　　10,460,625 円
　・観音洞遺跡出土石器実測業務委託 　　　   4,620,000円
　　観音洞遺跡から出土したナイフ型石器・槍先型尖頭器を実測･図化し、
　　遺跡群全体の遺物を線画データで再構成する資料を得るため実施した。
　　　委託先　(株)シン技術コンサル　静岡営業所
　　　委託期間　平成15年7月28日～平成16年2月20日

　　一般木造住宅の耐震化を進める中で、県が推進しているプロジェクト
　　「ＴＯＵＫＡＩ－０」事業の内、「わが家の専門家診断調査票」によ
　　る簡易耐震診断の実施を啓発しているが、実施率が非常に低いため、
　　対象世帯戸別訪問する調査員を育成し、市内の対象全世帯から、調査
　　票の回収を目指し、地震対策の普及促進を行う。
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